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ヒ　ヤ　リ　ハ　ッ　ト　報　告　書

	令和○年○○月○○日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　属　第○分団第○部○班
　　　　　　　　　　　　　　　　　　安全管理員　　階　級　部長・班長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　○○　○○
　 下記のとおり報告します。

	発生日時
	令和○年○○月○○日（日）１４時０５分頃

	発生場所
	地番　上奥富運動公園内仮設消防訓練場　※具体的に

	ヒ　ヤ　リ　ハ　ッ　ト　の　状　況
	活動（作業）内容
	新人団員２名に対し、「消防操法」訓練を実施していたところ、そのうちの１名が体調不良となり、気分不快を訴え倒れたもの。

	
	事案の内容
	訓練場内を駆け足、ホース延長訓練をしていたが体調が悪くなり倒れたもの。

	
	発生原因
	気温の上昇（暑さ）などにより、体力消耗が増大し、体調不良になったものと推測される。

	
	活動環境
	晴れ、気温２７．９℃　湿度４４．７％　実効湿度６６．８％　風速２．５ｍ　東南東　屋外訓練場（アスファルト）

	
	指揮・安全管理
	開始前に体調の確認と十分な水分補給を指示。

タイム測定員も同行し体調状態の確認を指示。

飲料水の設置あり。

	
	事故に至った場合の程度
	重篤な熱中症になり、人命に係る事故にもつながる恐れがある。

	今後の安全対策
	想定内の訓練であったが、団員の身体特性（暑、熱環境下での能力低下や活動限界等）やその日の体調を考慮する。

保冷剤や飲料水を活用し気象条件に考慮した訓練を実施する。

補足：安全配慮義務の履行


※ヒヤリハット報告書は、重大な事故に繋がるような事案発生時に提出すること。

記入方法
１　活動（作業）内容は、災害出動、警戒出向、訓練時等、発生時の活動内容を具体的に記入すること。

２　事案の内容は、どのような経緯で起こったのか具体的に記入すること。

３　発生原因は、車両、資機材等の装備品の状況も含め具体的に記入すること。

４　活動環境は、自然環境（降雨、濃霧）や走行中の道路及び周囲の環境等を含め具体的に記入すること。
５　指揮・安全管理は、適切な指示の有無、役割分担等について具体的に記入すること。

６　事故に至っていたとしたら、どの程度の事故が発生した可能性があると思うかについて、団員等の負傷程度の予測も含めて記入すること。

７　今後の安全対策は、事故に至らないための対策を含め、安全対策について記入すること。

８　必要に応じて写真、概要図等を添付すること。
９　報告書の提出期限は、発生日から１週間以内に事務局に提出すること。
記載例








